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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月18日に提出いたしました第19期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

７　財政状態及び経営成績の分析

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】
 

第２【事業の状況】
 

７【財政状態及び経営成績の分析】

(7）経営成績に重要な影響を与える要因について

　　（訂正前）

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２　事業の状況　４　事業等のリスク」に記載のとおりでありま

す。

 

　　（訂正後）

　当社グループは、前連結会計年度において営業損失251,847千円、当期純損失307,916千円を計上し、当連結会計年度にお

きましても、営業損失346,568千円、当期純損失426,680千円を計上いたしました。また、営業活動によるキャッシュ・フ

ローも、前連結会計年度に引き続きマイナスになっている状況であります。これらの状況により継続企業の前提に関する

重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　そこで当社は下記対策を講じ、当該状況の解消又は改善に向けて努めてまいります。

①　安定した売上の確保

・受託開発案件の確実な受注

　従来から売上の中心となっておりました、受託開発案件につきましては、比較的短納期の案件に集中することにより、

機動的な受注と確実な売上計上を図ってまいります。

・保守メンテナンス売上の安定的な確保

　従来から安定的な売上計上をしている、保守メンテナンス業務を継続的に行うことにより、安定した収入を確保しま

す。

・決済代行サービスを中核とした自社サービスの拡充

　従来から安定的な売上計上をしている、決済代行サービスを中核として、新サービスあるいは新機能の付加を行い、さ

らに自社サービスを拡充してまいります。

②　売上総利益率の改善

　当社グループは、開発業務のうち仕様設計、品質管理などの工程は自社内にて行い、製品製造やプログラミング作業な

どの工程を協力会社へ外注をしてまいりましたが、その一部を内製化することにより、売上総利益率の改善を図ります。

③　徹底した固定費の削減

　役員報酬の減額、人件費の削減、オフィスの移転による賃料の減額など、徹底した固定費の削減を実施して、収益性の改

善を図ります。

④　今後の事業方針「ENHANCEMENT PLAN」の継続推進

　当社グループは今後の事業方針としてENHANCEMENT PLANを策定し、中長期的な成長を確実に実現するために、事業ドメ

インの拡大に取り組んでおりますが、当該方針を引き続き推進することにより、売上と利益の拡大を図ります。

 

　しかし、これらの対応策は実施途上にあり、現時点では継続企業に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を連結財務

諸表に反映しておりません。
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